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国
際
化
と
国
産
化
の
対
照

―
そ
の
比
較
と
解
釈佐

藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑥回

コラム▼
持
続
可
能
の
た
め
に

人
間
と
し
て
の
私
た
ち
の

存
在
は
、
生
殖
の
行
為
に
よ

っ
て
継
続
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、
人
間
の
歴
史
を
語
る
上

で
は
前
提
と
な
る
。
一
般
に

は
男
女
の
交
わ
り
で
な
さ
れ

て
き
た
が
、
本
能
で
あ
っ
た

り
、
あ
る
い
は
人
間
ら
し
い

技
術
で
あ
っ
た
り
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
。
そ
の
動
機

は
、
快
楽
や
幸
せ
実
現
な
ど

で
あ
る
。
そ
の
行
為
は
、
相

手
が
い
て
成
立
す
る
。

つ
い
最
近
、
筆
者
の
事
務

所
の
壁
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の

画
家
、
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ

ィ
チ
ェ
リ
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

の
誕
生
」
を
飾
っ
た
。
そ
れ

は
布
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
も

の
で
、
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス

ト
ラ
ン
の
サ
イ
ゼ
リ
ア
の
各

店
の
壁
に
貼
ら
れ
て
い
た
も

の
と
同
じ
で
、
横
１
・
８

㍍
、
縦
１
・
２
㍍
と
大
き

い
。
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
チ
ェ

ー
ン
の
サ
イ
ゼ
リ
ア
の
店
舗

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
友
人

か
ら
、
10
年
も
前
に
戴
い
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
海

か
ら
生
ま
れ
、
す
で
に
羞
恥

心
を
覚
え
て
身
を
隠
す
し
ぐ

さ
が
何
と
も
艶
め
か
し
い
。

穏
や
か
で
優
美
な
絵
画
で
あ

る
。
ほ
か
の
登
場
人
物
も
風

や
季
節
の
神
や
女
神
で
あ

り
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
裸
像
を

護
ろ
う
と
し
て
い
る
。
生
存

へ
の
裏
返
し
で
あ
る
。

個
人
の
幸
せ
は
、
万
人
に

お
い
て
様
々
で
あ
る
が
、
こ

の
絵
に
あ
る
海
の
手
前
に

も
、
向
こ
う
に
も
、
暮
ら
し

住
み
生
き
る
地
で
あ
る
国
や

王
国
が
あ
る
。
生
き
る
た
め

に
は
、
水
と
食
料
、
そ
し
て

資
源
と
環
境
が
必
須
で
あ
る

が
、
人
間
は
そ
れ
ら
を
よ
り

良
く
改
変
し
、
都
合
に
合
わ

せ
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
。

い
ま
問
わ
れ
る
の
は
、
国

や
王
国
が
人
間
の
幸
せ
に
応

え
て
い
る
か
で
あ
り
、
か
つ

自
然
と
人
間
、
宇
宙
と
人
間

の
関
わ
り
が
、
ミ
ク
ロ
や
マ

ク
ロ
の
視
点
か
ら
も
、
議
論

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
国
際
化
と
国
産
化

国
家
論
を
論
じ
る
知
識
は

な
い
が
、
国
々
で
の
暮
ら
し

の
経
験
か
ら
記
す
こ
と
は
で

き
る
。
日
本
に
居
て
、
海
外

の
国
に
行
く
と
い
ろ
い
ろ
の

面
で
違
い
を
感
じ
る
。
最
近

で
は
地
政
学
と
い
う
言
葉
が

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、

そ
の
結
果
の
状
況
、
あ
る
い

は
現
況
を
体
験
す
る
こ
と
に

な
る
。

「
国
際
化
」
と
い
う
言
葉

は
、
次
の
よ
う
に
も
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
に

行
き
来
し
た
場
合
に
お
い

て
、
誰
も
が
摩
擦
な
く
行
動

で
き
る
こ
と
、
と
し
て
で
あ

る
。
当
事
者
の
人
間
で
は
、

国
際
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
、
語
学
や
文
化
を
自
国

の
ほ
か
他
国
の
も
の
に
つ
い

て
も
身
に
着
け
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
国
際
社
会
と
し
て

は
迎
え
る
外
国
人
に
対
し
て

そ
う
し
た
環
境
整
備
が
な
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
国
際

化
と
は
、
来
訪
し
た
海
外
居

住
者
が
摩
擦
な
く
自
由
に
活

動
す
る
状
況
や
現
況
を
提
供

す
る
、「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
と
も
い
え
る
。

が
、
こ
れ
は
、
自
国
文
化

や
慣
習
を
捨
て
る
こ
と
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
高
い
誇
り

や
自
信
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
で

あ
る
。
少
し
婉
曲
で
は
あ
る

が
、「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕

生
」
の
絵
に
お
い
て
手
で
隠

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
こ
そ

が
、そ
の
対
象
と
も
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
誇
り
や
自
信

を
持
つ
こ
と
は
、
実
は
、
今

回
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る

自
国
や
国
産
と
い
う
内
容
に

広
が
り
を
持
ち
、
か
つ
そ
の

真
髄
の
対
象
で
あ
る
こ
と

を
、
以
下
に
述
べ
た
い
。

▼
国
産
化
と
経
済

国
産
化
vs
国
際
化
に
お
い

て
は
、〝
経
済
〟
と
関
わ
り

が
強
い
。
そ
れ
を
多
面
的
に

の
体
系
が
ふ
つ
う
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
は

モ
ノ
づ
く
り
体
質
が
弱
化

し
、
あ
る
い
は
崩
壊
し
、
社

会
的
や
生
産
的
基
盤
の
ひ
ず

み
が
顕
在
化
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
農
業

な
ど
第
一
次
産
業
に
も
波
及

し
た
。
む
か
し
は
電
力
源

に
、「
火
主
水
従
」
と
い
う

言
葉
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

倣
う
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

「
外
主
内
従
」
と
い
う
傾
向

が
進
み
、
国
産
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

▼
国
際
取
引

「
国
産
」
と
は
、
む
ず
か
し

く
表
現
す
る
と
、
自
国
資
本
が

自
国
労
働
者
を
雇
用
し
自
国

の
原
料
と
技
術
を
用
い
て
自

国
領
土
内
に
お
い
て
生
産
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

は
、
と
く
に
純
国
産
に
相
当
す

る
。
国
産
品
を
国
内
や
Ｅ
Ｕ
の

よ
う
な
共
同
経
済
市
場
で
の

取
引
の
場
合
に
は
、「
人
・
資

本
の
域
内
自
由
移
動
」
が
可
能

で
あ
る
が
、
国
外
や
域
外
に
輸

出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
国
際

取
引
と
な
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
次
の
手

続
き
や
対
策
が
必
要
と
な

る
。
①
為
替
レ
ー
ト
（
国
民

通
貨
の
違
い
）、
②
通
商
政

策
（
関
税
や
市
場
介
入
）、

法
則
と
第
２
法
則
の
演
繹
か

ら
、
企
業
経
営
は
、
支
出
と

収
入
か
ら
利
益
が
決
ま
る

が
、
利
益
を
得
る
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
、
つ
ま
り
資
金

が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

利
益
が
な
け
れ
ば
事
業
は
持

続
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て

利
益
を
生
む
熱
サ
イ
ク
ル
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
冷
凍
機
の
よ
う
な
サ
イ

ク
ル
で
あ
る
。
低
熱
源
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
、
高
熱
源

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
排
出
（
む

し
ろ
輩
出
）
す
る
。
そ
の
差

が
利
益
と
な
る
が
、
輸
出
や

輸
入
の
経
費
が
い
る
。
し
た

が
っ
て
、

Ｑ
Ｈ

（
収
入
）-

Ｑ
Ｌ

（
支

出
）
＝
∆U
（
純
利
益
）
＋
Ｗ

（
輸
出
入
経
費
な
ど
）
と
な

る
。こ
れ
を
図
に
し
て
示
す
。

輸
出
入
が
伴
う
と
、
前
項

の
①
～
⑤
の
事
情
が
関
わ

る
。
熱
サ
イ
ク
ル
と
対
応
付

け
る
と
、
高
熱
源
で
の
１
～

２
は
原
材
料
の
輸
入
経
費
。

次
の
２
～
３
は
加
工
・
製
造

な
ど
の
開
発
経
費
Ｑ
Ｌ

〈
支

出
〉、
３
～
４
は
、
輸
出
経

費
、
４
～
１
は
販
売
・
収
入

で
あ
る
。
Ｑ
Ｈ

は
〈
収
入
〉

で
あ
る
。
熱
量
Ｑ
Ｌ

の
〈
収

入
〉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら

計
算
さ
れ
る
∆U
は
利
益
に
あ

た
る
。（
つ
づ
く
）

変
化
、
Ｗ
は
外
部
仕
事
で
あ

る
。
あ
る
系
（
シ
ス
テ
ム
）

に
、
あ
る
熱
量
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
Ｑ
を
注
入
し
た
と
す
る

と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

内
部
に
∆U
が
、
外
部
に
Ｗ
が

振
り
分
け
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
総
量
は
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

移
動
は
、
あ
る
方
向
に
だ
け

に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
が
熱
力

学
の
第
２
法
則
で
あ
る
。
熱

は
、
高
熱
源
か
ら
低
熱
源
に

は
自
然
に
移
動
す
る
が
、
そ

の
逆
に
移
動
さ
せ
る
に
は
外

部
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
、「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
無
効
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
連
し
た
量
の
増
大
を
強

制
す
る
。

人
間
の
経
済
社
会
で
は
、

労
働
者
は
低
賃
金
の
と
こ
ろ

か
ら
高
賃
金
の
と
こ
ろ
に
移

動
す
る
。
労
働
者
を
コ
ス
ト

と
考
え
企
業
は
、
工
場
や
雇

用
の
場
を
高
賃
金
の
地
域

（
国
）
か
ら
低
賃
金
の
地
域

に
移
動
さ
せ
て
き
た
。
日
本

国
内
で
も
地
域
差
が
あ
る

が
、
海
外
で
も
日
本
企
業
で

は
、
結
果
と
し
て
国
産
化
か

ら
海
外
生
産
、
例
え
ば
中
国

◆ 第7回［ 関 西 ］JAPAN BUILD－ 建
築の先端技術展－
会 期：2023年8月30日（水 ）～ 9月1
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：インテックス大阪（大阪
市住之江区南港北1-5-102）▷入場
料：招待券（事前請求無料）持参の
場合無料／招待券がない場合は
5,000円▷主催：：RXジャパン/問
合せ：03-6739-4127

◆第20回 スマートエネルギー Week
【 秋 】（構 成 展：H2&FC EXPO[秋

]2023 ～ 第20回[国 際]水 素・ 燃 料
電 池 展[秋] ～ ／ PV EXPO[秋]2023 
～ 第17回[国 際]太 陽 光 発 電 展[秋]
～ ／ BATTERY JAPAN[秋]2023 ～
第15回[国 際]二 次 電 池 展[秋] ～ ／
第14回[国 際]ス マ ー ト グ リ ッ ド
EXPO[秋] ／ WIND EXPO[秋]2023 
～第12回[国際]風力発電展[秋] ～、
同時開催：第3回脱炭素経営 EXPO[
秋]）
会 期：2023年9月13日（水 ）～ 15日
（金）▷会場：幕張メッセ（千葉市美
浜区中瀬2-1）▷入場料：招待券（事
前請求無料）持参の場合無料／招待

券がない場合は5,000円▷主催：RX
ジャパン/問合せ：03-6739-4119

◆九州エネルギー技術革新EXPO
会 期：2023年9月26日（火 ）・27日
（水）▷開催時間：10：00 ～ 16：00
▷会場：マリンメッセ福岡 B館（福
岡県福岡市博多区沖浜町2-1）▷主
催：一般社団法人日本能率協会
(JMA)/問 合 せ： 事 務 局03-3434-
3453

◆第12回ふくしま再生可能エネル
ギ ー 産 業 フ ェ ア（REIFふ く し ま
2023）
会 期：2023年10月12日（木 ）・13
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：ビッグパレット
ふくしま（福島県郡山市南二丁目
52番地）▷入場料：無料（登録入
場制、当日登録可）▷主催：福島
県／公益財団法人福島県産業振
興センター /問合せ：事務局
024-983-3498

●地質標本館イベント 特別展「地中
熱」講演会＋ガイドツアー
会期：2023年8月18日（金）▷開催時
間： ①10：00 ～ 11：00 ／ ②14：
00 ～ 15：00▷会場：産総研 地質
標本館 1階 映像室＋特別展会場

（ロビーホール）茨城県つくば市東
1-1-1▷講演会題目＋講演者：「日
本の豊かな地下水が育む新たなエ
ネルギー」内田洋平（地圏資源環境
研究部門 兼 再生可能エネルギー
研究センター）▷参加費：無料（事
前申込制）▷対象：小学校高学年以
上▷主催：産業技術総合研究所 地
質調査総合センター /問合せ・詳
細・ 申 込：https://www.gsj.jp/
M u s e / e x h i b i t i o n / a r c h i v
es/2023/2023_geoheat.html

●バイオマス産業社会ネットワーク
第216回研究会「自治体との連携
による地産地消＆レジリエンス対
応型の木質バイオマス熱電併給プ
ロジェクト（仮題）」
会期：2023年8月29日（火）▷開催時
間：16：00 ～ 18：00▷開催方式：
実地及びオンライン（Zoom）▷会場：
地球環境パートナーシッププラザ
（GEOC）東京都渋谷区神宮前5-53-70 
国連大学1F▷参加費：会場参加・
BIN会員＝無料／会場参加・一般＝
1,000円（会場で支払い）／オンライ
ン参加＝無料▷主催：NPO法人バイ
オマス産業社会ネットワーク
(BIN)/問合せ・詳細・申込：htt
ps://www.npobin.net/activity/se

minar.html#216
●福島県企業立地セミナー

会期：2023年8月31日（木）▷開催時
間：15：00 ～ 17：30▷開催方式：
実地及びオンライン▷会場：帝国
ホテル東京（東京都千代田区内幸町
1-1-1）▷参加費：無料（事前申込
制）▷主催：福島県・福島県企業誘
致推進協議会/問合せ・詳細・申
込：https://www.f-seminar.onli
ne/

●価値デザイン経営セミナー
開催エリア・会期・時間：【①中通
り地区】＜第2回＞9月4日（月）13：
10 ～ 16：30 ／【②会津地区】＜
第1回 ＞9月5日（火 ）13：10 ～ 16：
30・＜第2回＞9月27日（水）13：10
～ 16：30 ／【③浜通り地区】＜第
1回 ＞9月28日（木 ）13：10 ～ 16：
30・＜第2回＞11月13日（月）13：10
～ 16：30▷会場：【①】郡山商工
会議所 5F会議室（福島県郡山市清
水台1丁目3-8）／【②】福島県ハイ
テクプラザ 会津若松技術支援セン
ター 交流スペース（福島県会津若
松市一箕町大字鶴賀下柳原88-1）／
【③】いわき産業創造館（福島県い
わき市田町120番地）▷主催：福島
県／▷委託事業者：一般社団法人

福島県発明協会（令和5年度 価値デ
ザイン経営推進事業）/問合せ・詳
細・ 申 込：http://www.fukushima
-i.org/pdf/R05_kachi_design_sem
inar.pdf

●未来社会を支える温暖化対策技術
シンポジウム in 関西
会期：2023年9月21日（木）▷開催時
間：13：00 ～ 17：25（受 付 開 始
12：30）▷会場：大阪科学技術セン
ター（大阪府大阪市西区靱本町1丁
目8-4）▷参加費：無料（事前申込
制）＊ポスターセッション：大阪科
学技術センター 8階中・小ホール
（14：30 ～ 17：00）▷主催：公益財
団法人地球環境産業技術研究機構
（RITE）/問合せ・詳細・申込：RITE
企画調査グループ0774-75-2301

●全国小水力発電大会 第8回 北海道
会期：2023年10月19日（木）～ 21日
（土）＊21日はエクスカーションの
予定▷会場：北海道大学 学術交流
会館（北海道札幌市北区北8条西5丁
目5）▷主催：全国小水力発電大会
実行委員会／全国小水力利用推進
協議会/問合せ・詳細・申込：htt
ps://j-water.org/taikai/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（8月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

と
ら
え
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存
の
法

則
は
、
熱
力
学
の
第
１
法
則

と
も
い
わ
れ
る
。
記
号
で
書

け
ば
Ｑ
＝
∆U
＋
Ｗ
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
Ｑ
は
供
給
し
た
熱

量
、
∆U
は
内
部
エ
ネ
ル
ギ
ー

③
異
な
っ
た
政
策
と
経
済
状

況
、
④
生
産
要
素
の
相
対
的

な
移
動
困
難
、
⑤
市
場
の
違

い
、
な
ど
。

国
外
か
ら
の
輸
入
の
場
合

は
、
そ
の
裏
返
し
で
あ
る

が
、
①
～
⑤
の
有
利
不
利
が

関
わ
る
。
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
集
っ

た
先
進
５
カ
国
（
Ｇ
５
）
の

財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁

に
よ
り
１
９
８
５
年
に
と
ら

れ
た
プ
ラ
ザ
合
意
は
、
ド
ル

高
・
円
安
を
促
す
為
替
レ
ー

ト
の
修
正
が
目
的
で
あ
っ

た
。
結
果
、
日
本
に
お
け
る

経
済
成
長
へ
の
障
壁
に
な
っ

た
が
、
対
応
と
し
て
技
術
力

を
高
め
る
切
っ
掛
け
に
な
っ

た
と
も
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
②
や
③
の
影
響
も

大
き
い
。
現
在
、
執
ら
れ
て

い
る
中
国
に
お
け
る
日
本
の

一
部
地
域
か
ら
の
農
水
産
品

へ
輸
入
規
制
は
、
そ
の
例
で

あ
る
。

▼
熱
サ
イ
ク
ル
と
し
て
の

　
暗
示

国
産
と
関
わ
る
輸
出
入
の

係
わ
り
は
、
前
項
で
述
べ
た

人
財
と
資
本
の
移
動
と
い
う

面
が
大
き
な
影
響
で
あ
る
。

多
く
の
日
用
品
な
ど
の
海
外

依
存
（
輸
入
品
依
存
）
は
、

暮
ら
し
や
考
え
を
も
そ
の
よ

う
に
助
長
す
る
。
結
果
、

海
外
依
存
型
の
も
の
づ
く

り
体
制
と
な
る
。
そ
れ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
同
様

で
あ
る
。
む
し
ろ
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
卵
が
先
か
ニ
ワ

ト
リ
が
先
か
、
の
要
因
で

あ
る
。

さ
て
、
輸
出
入
に
つ
い

て
熱
力
学
の
法
則
は
ど
の

よ
う
に
関
係
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？
熱
力
学
の
第
１

な
っ
た
。

こ
う
し
て

海
外
依
存

や
、
そ
の
後
。

東
南
ア
ジ
ア
諸

国
で
の
生
産
に


